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研究成果の概要（和文）：本研究は、①個別型援助付き雇用フィデリティ（JiSEF）の自己評価システムを評価
すること、当事者視点の項目も新設し評価することを目的とした。
4年間の調査の結果、調査員評価によるJiSEF得点と自己評価によるJiSEF得点は相関した。また、調査員評価に
よるフィデリティ得点は機関就労率と有意かつ正の中程度の相関を示したが、自己評価によるフィデリティ得点
と機関就労率との相関程度は低い値であった。加えて、当事者視点を加えたフィデリティ項目は、機関就労率と
の有意な相関を示すことはなかった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to: (i) evaluate the self-assessment system for the 
Individualized Supported Employment Fidelity scale (JiSEF), and (ii) evaluate items from the service
 users' perspective.
Over a four-year investigation, a significant correlation was observed between the JiSEF scores 
based on reviewers' ratings and self-assessment. Additionally, reviewer-rated fidelity scores 
demonstrated a significant and moderately positive correlation with employment rates across the 
participating agencies. The correlation between self-assessed fidelity scores and employment rates 
was lower than that with reviewer-rated fidelity. Moreover, the fidelity items that included the 
service users' perspective did not show a significant correlation with agency employment rates.

研究分野： 精神障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、援助付き雇用の再現性という文脈で就労支援の自己評価と当事者視点の評価を試みた。その結果、自
己評価より第3者調査員による評価が、機関就労率（アウトカム）と関連した。また、当事者視点の項目は必ず
しも機関就労率と関連しなかった。よって、就労支援の質の向上は、外部評価のシステム作りが重要になる示唆
された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

精神障害者に対する効果的な就労支援の実装・普及は喫緊の課題である。日本を含め国際的に、
個別型援助付き雇用モデルあるいはその一形態である Individual Placement and Support（IPS）
モデル（以下、両モデルを合わせて IPS-SE）は、高い就労率や長い就労期間をもたらす効果的
な就労支援としてエビデンスを蓄積してきた。IPS-SEに対する国際的関心は適切な社会実装や
普及に移行している。この文脈で、IPS-SEの適切な社会実装を促進し、サービスの品質を管理
するために国隅的に開発・使用されているツールがフィデリティ尺度である。フィデリティ尺度
は、ある事業所が IPS-SEを実施する場合に、組織構造やサービス内容（例：ケースロード数や
個別支援に費やす時間、定着支援の有無）等について、元モデルをどの程度再現できているかと
いう観点を基にサービスの質を評価する尺度（チェックリスト）である。また、その得点が高い
ほど、再現性やサービスの質が高いことを意味する。日本においても、援助付き雇用のフィデリ
ティ尺度（JiSEF）が開発され、その得点と機関就労率との正の相関が確認されている。しかし
ながら、フィデリティ尺度には 2 つの課題がある。第 1 に当事者の視点が反映された項目が尺
度に含まれていないこと、第 2 に第 3 者評価のコストである。特に後者について、代替手段と
して、フィデリティ尺度を用いた自己評価が、現実的なサービス品質管理システムとして機能す
るかについて、国際的な関心が集まっている。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、当事者視点の新項目を作成し、就労アウトカムとの関連を検証すること、お
よび第 3 者調査員によるフィデリティ評価と自機関職員によるフィデリティ評価の JiSEF 得点
の相関そして就労アウトカムとの関連を検証することであった。 

 

３．研究の方法 

調査員評価と自己評価によるフィデリティ（JiSEF）得点の比較について、2021年から 2023

年度の 3年間、各年度の 10月から 3月の間に調査員が各事業所を訪問し、フィデリティ評価を
行った。各機関の担当スタッフは、調査員評価の前に自機関のフィデリティについて自己評価を
実施した。その後、2 つの評価方法から得た得点を比較した。当事者視点の新項目については、
IPS-SEの利用者に対するインタビュー調査を実施し、その回答を基に、既存のフィデリティ尺
度（JiSEF）の項目と重ならない項目のドラフトを作成した。次に、IPS-SEの関係者とのミー
ティングを通して、試験的な項目を開発した。作成した項目は、フィデリティ調査の際に既存項
目と一緒に使用し、就労アウトカムとの相関係数を算出した。 
 

 
 



 
 
４．研究成果 

3 年間で合計 58 回のフィデリティ調査が実施された。調査員評価と自己評価によるフィデリ
ティ（JiSEF）得点は有意な相関関係にあった（図 1）。また、調査員評価と自己評価によるフィ
デリティ得点は機関就労率と有意かつ正の中程度の相関を示したが、自己評価によるフィデリ
ティ得点と機関就労率との相関係数は、調査員評価と機関就労率との相関係数に比べて低い値
であった（図 2）。また、当事者視点を加えたフィデリティ項目は、機関就労率との有意な相関
はなかった。 

調査の結果から、当事者視点の項目は継続した検討の必要性が示唆された。また、フィデリテ
ィの自己評価は、自機関の IPS-SEの再現度を確認する際に、調査員評価が難しい場合の代替手
段として有用である可能性がある。しかしながら、就労アウトカムとの関連を考慮すると、第３
者調査員による評価がより推奨される。 
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